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第
７
回 

糖
尿
病
市
民
セ
ミ
ナ
ー
・
東
京

 

平
成
21
年
２
月
１
日
（
日
） 

午
後
１
時
～
同
４
時
40
分

　
　
有
楽
町
・
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

テ
ー
マ「
糖
尿
病
の
世
紀
を
生
き
抜
く
！
」

　

本
日
の
講
師
は
、
そ
の
分
野
で
深
く
研
究
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方
で
す
。
第

１
部
で
は
今
ま
で
と
は
趣
向
を
変
え
て
、
糖
尿
病
治
療
に
薬
は
必
要
か
否
か
、

お
二
人
の
先
生
か
ら
反
対
の
立
場
で
興
味
あ
る
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、
糖
尿
病

に
な
り
や
す
い
体
質
と
出
生
体
重
、
お
よ
び
注
意
す
べ
き
日
常
生
活
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
約
８
０
０
名
の
熱
心
な
入
場
者
で
ほ
ぼ
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

●
開
会
の
辞�

実
行
委
員
長
　
野
田
光
彦
先
生

●
第
１
部　
「
糖
尿
病
と
薬
物
治
療
」

�

座
長　
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
戸
山
病
院

 

糖
尿
病
・
代
謝
症
候
群
診
療
部
長　

野
田
光
彦
先
生

⑴
糖
尿
病
は
薬
な
し
で
よ
く
な
る

 

国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
理
事
長　

渡
邊
　
昌
先
生

⑵
糖
尿
病
治
療
に
は
薬
は
必
要
で
あ
る

 

日
本
糖
尿
病
財
団
理
事
長　

金
澤
康
徳
先
生

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
第
２
部�

「
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
と
し
た
ら
？

—
—

氏
か
育
ち
か
自
分
自
身
か—

—

」

�

座
長　
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
戸
山
病
院

 

糖
尿
病
・
代
謝
症
候
群
診
療
部
医
長　

梶
尾
　
裕
先
生

⑴�

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
？
な
り
に
く
い
？

—
—

遺
伝
素
因
と
は
何
か—

—

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
部
長　

安
田
和
基
先
生

⑵�

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
？
な
り
に
く
い
？—

—

生
ま
れ
る
前
の
子
宮
内
環
境
と
生
育
史—

—
 

早
稲
田
大
学
胎
生
期
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

 

制
御
研
究
所
教
授　

福
岡
秀
興
先
生

⑶
糖
尿
病
と
合
併
症—

—

生
活
習
慣
と
の
関
わ
り

 

大
阪
大
学
大
学
院
公
衆
衛
生
学
教
授　

磯
　
博
康
先
生

●
閉
会
の
辞

�

東
京
都
糖
尿
病
協
会
会
長　

菅
原
正
弘
先
生�

●
第
１
部 

「
糖
尿
病
と
薬
物
治
療
」

（
薬
に
関
す
る
両
意
見
）

⑴ 

糖
尿
病
は
薬
な
し
で
よ
く
な
る

今
日
は
、
私
自
身
が
患
者
代
表
と
し
て
お
話
し
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

15
年
前
に
私
は
、
今
で
い
う
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
糖
尿
病
︵
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1C
は

12
・
8
％
︶
を
発
症
し
、
高
血
圧
症
︵
156
／
90
㎜

Hg
︶、
脂
質
異
常
症
、
空
腹
時
血
糖
が
260
㎎
／
㎗
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
薬
は
使
用
せ
ず
に
、

食
事
と
運
動
の
み
で
体
重
を
77
㎏
か
ら
60
㎏
に
落

と
し
た
と
こ
ろ
、
私
の
場
合
は
検
査
値
は
ほ
と
ん
ど

正
常
値
に
収
ま
り
、
元
の
健
康
体
に
戻
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。
糖
尿
病
の
克
服
を
学
問
的
研
究
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
自
ら
の
体
で
実
践
す
る
こ
と
に
結
び

つ
け
て
き
ま
し
た
。
糖
尿
病
の
原
因
の
こ
と
か
ら
、

食
べ
物
や
運
動
と
の
関
係
な
ど
を
研
究
し
、
自
分
の

糖
尿
病
を
治
す
こ
と
に
専
念
し
た
の
で
す
。

糖
尿
病
の
治
療
は
血
糖
を
い
か
に
低
く
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

患
者
を
薬
剤
に
よ
り
血
糖
を
厳
重
に
管
理
す
る
グ

ル
ー
プ
と
、
血
圧
を
管
理
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
平
均
９
年
間
の
追
跡
を
行
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
大

規
模
な
臨
床
試
験
の
報
告
で
は
、
合
併
症
リ
ス
ク

は
、
血
圧
管
理
を
し
た
方
が
死
亡
は
32
％
減
り
、
狭

心
症
も
44
％
、
網
膜
症
は
37
％
も
減
っ
た
の
で
す
。

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
方
で
は
何
ら
か
の
合

併
症
の
低
下
は
12
％
、
網
膜
症
を
含
む
微
小
血
管
病

変
は
25
％
減
で
し
た
か
ら
、
ま
ず
重
要
な
の
は
血
圧

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
え
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

を
予
防
す
る
に
は
、
薬
剤
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

﹁
食
事
と
運
動
療
法
﹂
が
必
須
で
す
。

  ⑵  

糖
尿
病
治
療
に
は	

	

薬
は
必
要
で
あ
る

渡
邊
先
生
の
﹁
糖
尿
病
は
薬
な
し
で
よ
く
な
る
﹂

は
食
事
と
運
動
で
糖
尿
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た

ご
自
身
の
体
験
記
で
す
。
し
か
し
糖
尿
病
と
診
断
さ

れ
た
患
者
さ
ん
の
全
て
が
先
生
同
様
の
生
活
調
整
が

出
来
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
は
診
断
さ
れ
た

ら
、
治
癒
す
る
こ
と
の
無
い
病
気
と
し
て
受
診
を
続

け
、
検
診
・
指
導
を
受
け
る
継
続
治
療
が
必
要
で

す
。新

患
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
は
先
ず
今
ま
で
の
生

活
状
態
、
代
謝
状
態
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
上
で
生

活
パ
タ
ー
ン
の
矯
正
、
食
事
の
調
節
、
運
動
量
の
増

加
を
助
言
し
、
３
个
月
ほ
ど
体
重
・
血
糖
・
血
圧
な

ど
の
経
過
を
み
ま
す
。
病
態
改
善
が
不
十
分
な
ら
ば

薬
剤
の
使
用
を
考
え
ま
す
。

最
近
は
経
口
血
糖
降
下
薬
に
も
色
々
の
作
用
機
序

の
も
の
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
病
態
に
最
も
適
し
た

薬
を
比
較
的
少
量
か
ら
使
い
ま
す
。
尿
中
ケ
ト
ン
体

が
︵
+
︶
の
方
、
若
い
方
、
特
に
若
い
女
性
で
は
妊

娠
の
可
能
性
を
考
え
積
極
的
に
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
療

法
を
選
択
し
ま
す
。

糖
尿
病
治
療
の
目
的
は
合
併
症
防
止
で
す
。
合

併
症
防
止
に
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で
す

が
、
そ
の
上
厳
密
な
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
須

で
す
。
血
糖
値
が
良
く
て
も
血
圧
が
一
寸
で
も
高
け

れ
ば
合
併
症
は
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。
最
近
は
家
庭

血
圧
測
定
器
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
起
床
時
に

血
圧
を
測
り
そ
の
記
録
を
主
治
医
と
相
談
し
、
必
要

な
ら
降
圧
薬
を
処
方
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
血
圧

は
血
糖
と
共
に
血
管
合
併
症
を
防
ぐ
重
要
な
指
標
で

す
。

国立健康・栄養研究所
理事長

渡邊��昌 先生

日本糖尿病財団
理事長

金澤康徳先生
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糖
尿
病
の
発
症
に
は
遺
伝
的
な
要
素
が
あ
り
ま
す

が
生
活
習
慣
が
非
常
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

① 

身
体
活
動
・
運
動
の
不
足
は
、
肥
満
・
糖
尿
病
・

高
血
圧
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

②�

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
は
、
肥
満
に
な
り
糖
尿

病
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

③ 

喫
煙
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
や
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

④ 

緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
、
糖
尿
病
の
発
症
率

は
、
緑
茶
を
１
日
６
杯
以
上
飲
む
人
は
、
週
１
杯

以
下
の
人
と
比
べ
0
・
7
倍
、
コ
ー
ヒ
ー
を
１
日

３
杯
以
上
飲
む
人
は
、
週
１
杯
以
下
の
人
と
比
べ

0
・
6
倍
と
い
う
デ
ー
タ
︵
日
本
人
︶
が
あ
り
ま

す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
や
カ
テ
キ
ン
、
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸

等
の
抗
酸
物
質
に
よ
る
糖
尿
病
抑
制
作
用
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤ 

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足
は
、
膵
臓
の
イ
ン
ス

リ
ン
分
泌
を
低
下
さ
せ
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を

増
加
さ
せ
ま
す
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
穀
類
・
大

豆
・
魚
・
野
菜
・
海
藻
等
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

⑥ 

そ
の
他
、
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
、
食
塩
の
過
剰
摂

取
、
野
菜
・
果
物
︵
カ
リ
ウ
ム
︶・
魚
の
摂
取
不

足
、
肉
の
脂
等
の
動
物
性
脂
肪
の
過
剰
摂
取
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
第
２
部

「
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
と
し
た
ら
？

—

氏
か
育
ち
か
自
分
自
身
か—

」

⑴  

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
？ 

　

 

な
り
に
く
い
？ 

　

  

—

遺
伝
素
因
と
は
何
か

—

皆
さ
ん
は
、﹁
体
質
﹂
と
か
﹁
遺
伝
﹂
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、﹁
糖
尿
病
の
体
質
﹂
と
い
う
も
の
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
周
り
を
見
回
し
て
み
て
も
、
た
い

し
て
太
っ
て
い
な
い
の
に
糖
尿
病
に
な
る
人
も
い
れ

ば
、
暴
飲
暴
食
を
し
て
も
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
人
も

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
主
に
成
人
で
発
症
す
る
２

型
糖
尿
病
は
、
生
活
習
慣
と
と
も
に
、
遺
伝
的
な
要

因
︵
な
り
や
す
い
体
質
︶
が
強
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
人
の
体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
、
さ
ら
に
非
常

に
多
く
の
細
胞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
体

を
組
み
立
て
る
重
要
な
部
品
は
タ
ン
パ
ク
質
で
あ

り
、
そ
の
作
ら
れ
方
は
﹁
遺
伝
子
﹂
と
い
う
か
た
ち

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
は
約
３
万
前
後
あ

り
、
そ
の
情
報
は
﹁
ゲ
ノ
ム
﹂︵
体
の
設
計
図
︶
に

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
体
質
は
、
病
気
そ
の
も
の
が
遺
伝
す
る

の
で
は
な
く
、
糖
尿
病
の
﹁
な
り
や
す
さ
﹂
が
、
両

親
か
ら
少
し
ず
つ
受
け
継
が
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
つ

の
遺
伝
子
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
遺
伝
子
の
変
化

が
合
わ
さ
っ
て
﹁
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
体
質
﹂
を

作
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ご
家
族
の
中
に
糖
尿
病

で
治
療
中
の
人
が
多
く
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
患
者

さ
ん
の
ご
家
族
の
中
に
一
見
ほ
か
に
誰
も
糖
尿
病
の

人
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
糖
尿
病
の
﹁
な
り
や
す
さ
﹂
に
か
か

わ
る
遺
伝
子
の
研
究
は
、
近
年
確
実
に
進
歩
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
が
進
め
ば
、
今
後
診
断
・

予
防
へ
の
応
用
や
、
新
た
な
治
療
法
の
開
発
に
役
立

つ
可
能
性
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑵  
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
？		

 

な
り
に
く
い
？

　
—

生
ま
れ
る
前
の
子
宮
内
環
境
と
生
育
史

—
子
供
の
出
生
体
重
が
２
５
０
０
ｇ
以
下
を
低
出
生

体
重
児
と
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
そ
の
頻
度
が
増

え
、
２
０
０
６
年
に
は
男
女
合
わ
せ
る
と
9
・
6
％

に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
そ
の
頻
度
が
著
し
く
増
加
し
て
お

り
、﹁
次
世
代
の
健
康
を
考
え
る
と
極
め
て
危
険
な

国
に
な
り
つ
つ
あ
る
﹂
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
病
︵
生
活
習
慣
病
︶
の
新
し
い
発
症
機
序

︵
メ
カ
ニ
ズ
ム
︶
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
の
中

の
細
胞
が
、
同
じ
遺
伝
子
配
列
で
あ
っ
て
も
そ
の
遺

伝
子
は
、
機
能
︵
働
き
︶
し
や
す
い
か
、
機
能
し
難

い
か
が
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
そ
れ
を
制
御
す
る

の
が
、
遺
伝
子
の
多
様
な
構
造
の
変
化
な
の
で
す
。

こ
れ
を
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
い
、
こ
の
異
常

が
成
人
病
の
素
因
と
な
る
の
で
す
。
子
宮
内
で
の
低

栄
養
や
過
量
栄
養
は
こ
の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

変
化
を
引
き
起
こ
す
大
き
な
要
因
で
す
。

出
生
体
重
と
２
型
糖
尿
病
の
発
症
リ
ス
ク
に
関
し

て
、
膨
大
な
疫
学
調
査
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る

体
重
以
下
で
は
出
生
体
重
の
低
下
と
共
に
発
症
の
リ

ス
ク
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
逆
に
、
あ
る
体
重
以
上
に

増
え
て
も
そ
の
危
険
率
が
増
加
し
ま
す
。
出
生
体
重

と
疾
病
リ
ス
ク
は
Ｕ
字
型
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

出
生
体
重
の
減
少
で
問
題
に
な
る
の
は
、
耐
糖
能

異
常
、
２
型
糖
尿
病
の
増
加
で
す
。
そ
の
他
関
連
す

る
疾
患
と
し
て
、
高
血
圧
、
冠
動
脈
疾
患
、
脳
梗

塞
、
脂
質
代
謝
異
常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

低
体
重
児
の
生
ず
る
原
因
に
は
多
く
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
痩
せ
た
状
態
で
の
妊
娠
、
不
健
康
な

食
習
慣
や
、
喫
煙
、
妊
娠
中
の
極
端
な
体
重
増
加
抑

制
な
ど
で
す
。
妊
娠
中
は
胎
児
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
の
で
す
か
ら
、
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
が
増
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。﹁
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る

こ
と
﹂
の
危
険
性
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

⑶ 

糖
尿
病
と
合
併
症

　

—

生
活
習
慣
と
の
関
わ
り

—
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